
人材養成その他の教育研究上の目的（創造理工学研究科）

専攻 目的

建築学専攻 本専攻は、自然環境や歴史・風土と共生する豊かな生活環境を社会に提供していく
立場から、地域固有の多様な伝統と文化に根ざした広義の「建築デザイン」を実践す
る、世界的視野を有する建築家、エンジニアおよび研究者を育成し、世界に誇れる建
築文化を確立することをめざしている。「建築デザイン」とは芸術と工学を融合した
総合的なデザインを意味する。そこには、地域を構成する「人」「建築」「都市」「自
然」が有機的に関連しあいながら、年月とともに調和のとれた生活環境を形成してい
くための、意匠設計、修復・保存再生、まちづくり等の安全性と持続可能性を担保し
た多様な活動が含まれる。

総合機械工学専攻 本専攻は、次世代社会を支える機械工学体系の総合化と再構築を目指し、「もの・
ひと・こと」を統合した新しい視点からの社会的デザイン・実践へと向かう機械工学
の道を開拓している。教育研究では、論理的思考と感性、科学知と実践知をバランス
よく調和させて構想力や創造性を育むことができるシステムを構築している。これら
を基盤に、研究・開発・社会への実装・実証・実用化からなる一連のプロセスを通じ
て、「ひと」と「こと」の問題を切り離すことなく、共創による次世代「ものづくり」
を先導するための専門的な知恵と知識を備えた創造的な開発エンジニアや、21 世紀の
科学技術や文化を牽引できる研究開発者を養成する。

経営システム工学

専攻

本専攻では、グローバル化、大規模・複雑化する社会における機能システムの実現
のために、経営システムのモデリングと分析に重点を置き、経営数理、情報システム、
人間、生産に関係する研究を行うとともに、よりよい経営システムの実現に貢献でき
る人材の養成を目的としている。そのためにより高度な専門知識および深い思考力と
分析力とを習得し、実践的教育と先導的研究を展開することが研究教育上の理念であ
る。

経営デザイン専攻 「研究・開発成果の商品・事業化のマネジメント技術」と「生産・供給を中心とし
た事業オペレーション改革の計画・運用技術」からなる「モノづくり技術に基礎を置
く価値創造事業マネジメント」の実践的教育・研究を行い、事業創造・改革を焦点と
し専門知識・技術の向上を目的としている。演習・ケース・ビジネス疑似体験課題を
通じて問題発見・解決能力・実践力やチームマネジメント・リーダーシップの涵養を
目指している。また経営工学系学生には事業経営に必要なマネジメント技術力、固有
技術系学生には経営センスある技術者に必要なマネジメント基礎力、社会人には技術
ベースの事業経営リーダーとしてのマネジメント総合力修得を目指している。

建設工学専攻 本専攻は、社会環境工学の理念である、地球的視点から、自然環境の保全、生活環
境の向上、人間社会の安全等を工学的に取り扱うことを基礎とし、更なる専門性の向
上によって、自然と協調・共生した人間生活の直接・間接的な基盤となる諸施設の計
画・建設および維持向上に資することを研究・教育の目的としている。そのため、本
専攻では、高い次元と広い範囲の工学的判断力を備え、高度の技術とすぐれた人間性
とが調和し、日本のみならず国際社会での高次な指導力と倫理観にもとづく行動力を
備えた人材を育成することを教育の理念とする。

地球・環境資源理工

学専攻

21 世紀の人類に課せられた最重要課題である「環境問題」と「資源問題」の解決の
ためには、理学・工学の枠を超えた、極めて多岐にわたる専門的知識が必要とされる。
基礎となる数学・物理・化学・地球科学などの習熟とともに、実際の環境計測や試料
分析などに対する最先端の分析機器を駆使する経験と能力が必要とされ、またコンピ
ュータを使った数値シミュレーションに対しても深い知識が必要とされる。本専攻で
はこうした最先端の技術に加えて、学外での資源・環境現場計測の実習も行い、「資
源問題」、「環境問題」に適応できる総合的な知識と経験を有した人材を育成する。


